



















































打設長（m） 55 14 3
1シフト長（m） 一 11 1




鋼管肉厚（mm） 9．5 11．1 一
























打設長（m） 14 14 14 9
1シフト長（m） 11 11 11 6
ラップ長（m） 3 3 3 3
鋼管外径（mm） 139．8 139．8 114．3 60．5
鋼管肉厚（mm） 11．1 11．1 6．0 5．5










































































































































































































































































































土石流堆積層 40 0．35 19
火山円礫岩層 200 0．3 21
安山溶岩 2500 0．3 22
先受け工改良部 2000 0．3 22
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（M糞趣2〉 初期勾配 翌Xio－2 1×沁－3
注入前 未注入 o，§ 1．3 o．亙 22．2 ○．3 33 96 259
セメント系 o．9 1．7 む、3 12．7 o．呂 4璽 鍛9 3蓬3
（改良率） （蓬．倉6） （1．26〉 （2．75） ω．57） （2，53） （i．23） （i。3唾〉 （蔓．33〉
注入後
ウレタン系 o．9 墨、4 ｛）、3 12．9 ○．7 6至 1屡§ 355
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り線側でみられる理由について，上り線のほうの士被りが小さいことや，1切羽到達時
期が上下線で違い，上り線側が後行して掘削したためと考えられる．また，No12＋30
付近からは，坑内変位量および地表面沈下量が小さくなっている理由について，複数
の補助工法が採用されている状況で，土被りが徐々に小さくなる過程で，緩み荷重が
減少したためと考えられる．・
6．7　おわりに
　本章では，第5章で示した解析結果をもとに情報化施工による掘削管理と採用した
対策工の効果について評価を行った．得られた知見をまとめると以下のとおりである．
（1）施工中の調査は，事前調査に比較して詳細な地質情報が得られるため，工学的評価
　を行うことにより補助工法の選定や機械の選定に役立つことを示した．
（2）種々の計測情報をもとに最適補助工法の選定と実施時期の検討を行い，採用された
　対策工について効果の評価を行った．そのなかで，坑内変位計測では計測値の傾向
　を十分に把握しながら施工にフィードバックし対策工ρ効果を評価した．坑内水平
　傾斜計では，本トンネルのように土被りが小さい場合，切羽前方の先行変位を把握
　することが重要で，これにより効果的な対策工の選定が可能となることを示した．
（3）地盤傾斜計では，地表の家屋の影響を把握する目的で設置したが，坑内水平傾斜計
　とあわせて評価することで，切羽前方のせん断変形を把握できた事例を示した．こ
　の場合，5章で示した鋼管ラップ長の違いによる沈下抑制効果を考慮すると，ラッ
　プ箇所の鋼管の剛性より，むしろ必要なのは切羽の安定を確保する十分な先受け残
　長であることがわかった．
（4）地質情報および計測情報から，，先行地山の緩み防止を目的とした長尺鋼管先受け工
　のビットシステムの改良について述べた．
（5）みかけ弾性係数を用いた沈下抑制率により採用した対策工の効果を評価した．その
　結果，インバート吹付けによる早期閉合，サイドパイル打設による脚部沈下対策の
　効果が，坑内水平傾斜計から得た沈下抑制率において確認できた．また，地表面沈
　下から得た沈下抑制率では，同対策工の効果は確認できないが，収束時の地表面沈
　下量は，解析上得た予測沈下量と比較して小さくなっていることから，この差が追
　加対策工の効果と考えられる．
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（6）No．2＋30付近から起点側坑口に向けての地表面沈下量の減少は，複数の対策工の
　効果と，土被りの低下にともない今まで作用していた緩み荷重が減少したものと考
　えられる．
（7）今回の施エにおいて，管理目標値は，20mmに設定していたが，管理目標値を超え
　ると予測された場合は，管理者との協議の上，ガス管の埋設替えを行うことにより
　ガス管のひずみを解放することで対応策とした．
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